
紺

谷

友

昭

分
裂
す
る
私
有
林
ー
札
幌
市
内
の
例

◎

要
約
と
、
こ
の
論
の
目
的

-
ー
～
--…
ー

iー

ー
ー
ー
ー
◎

日
本

に
は

一
九
七
九
年
現

在
、

二
、

五
二
六
万

三
千

㎞
の
森
林

が
あ
る
う
ち
、
私
有
林

は
五
八

・

六
%

(
一
、

四
七
八
万
九
千
㎞
)
を
占

め
、
う
ち

北
海

道

で
は
五
六
三
万
六
千
㎞

の
森
林
中
、
私
有

林

は

二
七

・
二
%

(
一
五
三
万
四
千

㎞
)
を
占

め

て
い
る
(
1
)
。
私
有
林

の
大
部

分
は
市

街
地
ま

た

は
農
地

の
隣
接
地
帯

に
分
布
し

て
お
り
、
そ

の
奥

地

は
国
有
林

と

い
う
形
態
が

一
般
的

で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
分
布
状
況

に
な

っ
た

の
は
、
も
と
も
と

農
地

に
隣
接

し
て
い
た
江
戸
時
代
中

の
入
会

山

の

一
部
が
個
人
所
有

と
な
り
、
ま
た
北
海
道

で
は
農

耕
、
林
業
経
営

を
目
的
に
国

か
ら
払

い
下
げ

ら
れ

た

か
ら

で
あ

る
。
太
平
洋

戦
争
後

は
、
林
業
経
営

を
中

止
し
た
林
業
会
社

ま
た
は
宗

教
団
体

か
ら
近

隣
の
農
家
に
売
却
、
さ
ら
に
農
家
か
ら
農
家
以
外

の
個
人
に
売
却
さ
れ
る
、
と
い
う
事
態
が
進
行
し

た
。と

こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
よ
う
な
私
有
林
が
所
有

者
か
ら
土
地
業
者
に
売
却
さ
れ
、
購
入
し
た
土
地

業
者
は
そ
の
私
有
林
を

一
区
画
わ
ず
か
に
一
〇
〇

,m
か
ら
四
〇
〇
、m
と
い
う
小
区
画
に
分
割
し
て
販

売
す
る
、
い
わ
ゆ
る
現
状
有
姿
分
譲
が
急
増
し
て

い
る
。
こ
の
小
論
で
は
、

一
九
七
九
年
中
に
札
幌

市
内
で
行
わ
れ
た
森
林
の
極
端
な
細
分
販
売
の
実

例
を

一
〇
例
だ
け
と
り
あ
げ
た
。
公
的
な
調
査
は

存
在
し
な
い
が
、
同
じ
ょ
う
な
事
態
は
、
札
幌
以

外
の
北
海
道
内
都
市
周
辺
、
ま
た
日
本
中
の
都
市

周
辺
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
細

分
化
の
傾
向
は
、
や
が
て
私
有
林
全
域
に
及
ぶ
で

あ
ろ
う
。
森
林
が
細
分
化
さ
れ
れ
ば
林
業
経
営
、

森
林
保
護
は
不
可
能
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
都

市
近
郊
森
林
の
公
園
化
、
自
然
保
護
地
区
指
定
な

ど
に
最
大

の
障
害

と
な

る
で
あ
ろ
う

(
2
)
。

林

家
、
農
家
以
外

の

個
人

に
よ
る
森
林

の
細
分
所
有

は
日
本
社
会

の
怪

異

な
姿

を
示
す
も

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
ま
で
の
高

度
成
長
政
策

、
宅
地
ブ

ー

ム
に
よ
り
日
本

の
平
坦

地

の
ほ
と

ん
ど
が
宅
地
化
さ
れ
た
現
在
、
残

さ
れ

た
森
林
を
守

る
た
め

の
早
急

に
し

て
、
抜
本

的
な

対
策
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〈
註
V

(
1
)

日
本

の
森
林

面
積

に

つ
い
て
は

「
一
九
七

九
年
林
業
統

計
要
覧
」
、
北
海
道

に

つ
い
て
は

「
昭
和

五
三
年
度
北
海
道
林

業
統
計
」

(
北

海
道
林
務
部
)

に
よ
る
。

(
2
)

た

と
え

ば
北
海
道

庁

は

一
九
七
二
年
、
北

海
道
自
然
環
境
等
保

全
条
例

に
も

と
づ
き
、

全
部
が
私
有
林

で
あ

る
札
幌
市
西
区
福
井

の

山
林

を
環
境
緑

地
保
護
地
区

に
指
定
。
指
定

に
当

つ
て
土

地

所
有
者

の
同
意

を
求

め
た
が
、

同
意

し
た
の
は
山
林

七
九
筆
中

わ
ず

か
に
三

筆
分

六

・
三
〇
㎞
に
す
ぎ
な

か

っ
た
。
福
井

地
区

の
全
面
積

は
二
三
五
㎞
。
拙
論

「
採

石

と
山
林
保
護

の
諸
問

題
」

(
北
海
道
自
然
保

護
協
会
会
誌
、
第

一
九
号
、

一
九
八
○
)

に

記
述
。

◎

-ー

分

裂

の

実

例

◎

住
宅
な
ど

の
建
設

は
禁

止
さ
れ
て

い
る
市
街
化

調
整
区
域

の
山
岳
、

丘
陵

地
帯
の
土
地
は
山
林
、

雑
種
地
、
原
野

の
地
目
で
、
し
き
り
に
売
買
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
が
、

一
九
七
九
年
中
、
札
幌
市

内

で
は

っ
き

り
と
山
林

と
し

て
細
分

化
販
売

さ
れ
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表1札 幌市内の山林販売状況(1979年)

1㎡当た彌 格 院 主

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

M

K

H

H

K

U

M

K

H

K

4,600一 一11,000円

3,000-8,200円

6,500-12,705円

9,077-22,700円

11,520一 一18,500円

9,090-19,710円

8,500一 ・18,000円

7,575-13,030円

5,000-9,980円

5,940円

販売総面倒 販 売 区 画
ロド

4・977㎡1

3,069副

1,374㎡1

20

17

8

販 売 月 日所場売販区 分

9

8

9

132㎡ よ り自 由

8

8

7

3,966㎡

2,640㎡

2,970㎡

1,375㎡

2,959㎡

2,415㎡

1,485㎡

10月13日 一15

11月3-5日

9月15一 一17日

10月13-15日

11月3・4日

10月6-8日

6月2・3日

7月28●29日

10月13-15日

6月9・10日

西 区小 別沢26一一6

西 区小 別沢26一一6

西区平和176

中央区宮 の森1274-152

中央区宮 の森1274-152

中央区宮 の森131-2

南区石山691-28

南区南 の沢1884-79

南区簾舞358-1

豊平区真栄478-4

事例④

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

た
例
を

一
〇
例

と
り
あ
げ
表

一
に
ま
と
め

た
。
こ
れ
ら

の
例

は
土
地
業
者

が
宣
伝

の

た
め

一
般

の
日
刊
新
聞

に
折
り
込

ん
で
多

数

住
民
に
配
布
し

た
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を
各

方
面

の
協

力
を
え

て
収
集

し
た
(
1
)
。

ま
ず
販
売

場
所

で
あ

る
が
、
札
幌
市

内

で
ま
と
ま

っ
た
山
林

の
存
在
す

る
の
は
南

西
部
山
地
と
南
東
部

丘
陵

地

で
あ

る
こ
と

か
ら
、
当
然

の
こ
と
な

が
ら
、
こ
れ
ら

の

地

帯
を
含
む
西
区
、
中
央
区

、
南

区
、
豊

平

区
に
制

限
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
土
地

業
者

が

一
回
に
売

り
だ
す
販
売
総
面

積
が

最
少

で

一
、

三
七
四
㎡
(
事
例
三
)
、
最
大

で
四
、
九
七
七
㎡

(
事

例

一
)

で
あ

り
、

通
例
山
林
と
し

て
売

買
さ
れ

る
面
積
と
し

て
は
非
常
に
狭
く
、
す

べ
て
五
、
○

○
○

表2北 海道 内都市近郊 林地の価格

(1979年.円)

b

格

・

勤

號

瑠
価地在所

3
m
以
下

で
あ

る
の
が
目
に

つ
く

。

一
九
七

四
年

十

二
月

に
施
行

さ
れ
た
国
土
利
用

計
画
法

で
、
市

街
化
調
整
区
域
内

の
土

地
五
、
○

○

○
㎡
以

上
を
売

買
す
る
場
合

は
、
事
前

に
そ
の

土
地
の
取
引
価
格
、
利

用
目
的
な
ど
を
都
道
府
県

ま

た
は
政
令
都

市

に
届
け

で
る
こ
と
が
義

務
づ
け

ら
れ
、
届

け
出

を
受
け
た
官
公
庁

は
地
価

公
示
価

格

に
も
と
づ
き

販
売
価
格

、
利
用
方
法
な

ど
を
指

導

す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
販
売

事
例
が
す

べ

て
五
、
○

○
○
㎡

以
下
で
あ

る
の
は
、
届
け
出
を

免
れ

る
た
め
の
も

の
で
あ

る
こ
と

は
、
自

明

で
あ

る
。
実
際

、
官

公
庁

の
担
当
職
員

は
国
土

利
用
計

画
法
施
行

後

二
、
三
年
た

っ
て
か
ら
、

山
林

の
こ

う
し
た
小
規
模

販
売

が
急
に
増
え
た

こ
と
を
指
摘

し

て
い

る
。

こ
れ
ら

の
山
林

は
、

さ
ら
に
小
分
け
し

て
販
売

さ
れ

て
お
り
、
販
売

総
面
積

104

50

37

45

95

113

63

20

札幌市南区滝野199-1

札幌市南区簾舞94-1

函館市銅山町104-12

小樽市新光町413

旭 川市江丹別町中央27-1

留萌市字 マサ リベ ツ1408

北 見市美 山町85-1

伊達 市松 力枝町110一一3

中川郡幕別町札内文京町24

釧路市美 濃7

昭和54年 度北海道地価調査書 から作成 。

を
販
売
区
画

で
単

純
に
割

っ

て
み
て
も
事
例

一
は

二
四
八

㎡
、
事
例

二
は

一
八
○
㎡

、

事
例
三

は

一
七

一
2
m
、
事
例

四
は
四
四
〇
2m
、
事
例
五

は

三
三
〇

㎡
事
例

六
は
三
三
〇

㎡

、
事
例

七
は

コ

三

二
㎡

よ
り
自
由
分
割

L
と
明
記
、

事
例
八

は
三
六
九
㎡
、
事
例

九

は
三
〇

一
㎡

、
事

例

一
〇

は
二

一
二
㎡
で
あ
る
。
こ

の

販
売

区
画
面
積

は
山
林

と
し
て
売

買
さ
れ

る
面
積

と
し

て
は
小
さ

い
が

、

一
軒

の
住
宅
を
建

て
る
に

は
現
在
、
適
当

と
さ
れ

る
面

積
で
あ

る
。

次

に

一
2m
当

た
り
販
売
価
格

を

み
る
と
事
例

二

の
三
、
○
○

○
円

か
ら

事
例
四
の

二
二
、
七
〇
〇

円
ま

で
あ

る
。
表
二
に
示
し
た
北
海
道
内
都

市
近

郊
林

地

の
価
格

に
比

べ
る
と
、
ど
れ
だ
け
高
価

で

あ

る
か
が
わ

か
る
。

表
二
の
林

地
価
格

は
北
海
道

庁

が
国
土
利

用
計
画
法

に
も

と
づ
き

価
格

審
査
な

ど

の
基
準

に
す
る
た

め

一
九
七

九
年

七
月

一
日
現

在

で
調
査
し

た
も
の

で
、
林
地

に
つ
い
て
は
六
十

基
準

地
点

を
対
象

と
し
て
い

る
。
調
査

で
は
林

地

は

一
〇

ア

ー
ル

(
一
、
○
○

○
㎡
)
を
単
位

と
し

て
い
る
が
、
販
売
事
例

で
は
す
べ
て

一
2m
を
単
位

と
し

て
い
る
の
で
容
易

に
比
較

で
き

る
よ
う
に
す

る
た

め
、

こ
こ
で
は
基
準

地
価
格

を

一
、
○
○

○

分

の

一
に
割

っ
て
表
示
し
た
。
同
調
査

に
よ
る
北

海
道

内
林
地

の
類
型

別
平
均
価
格

は
、
同

じ
く

一

2m
に
換
算

し

て
都
市
近
郊
林

地

一
〇

六
円
、
農
村

林

地
四
六
円
、
林
業
本
場
林
地

三

一
円

、
山
村

奥

地
林

地
十

八
円
、
全
道
平
均
五

三
円

で
あ

る
(
2
)
。

お
そ

ら
く

は
現
在
.で
も
林
地

が
林
業
経
営

を
目
的

に
売
買
さ
れ

る
場

合
は

一
〇

ア
ー

ル
を
単
位

に
取

引
さ
れ

る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
調
査
に
現
わ
れ

た
札

幌
市
南
区
滝

野

一
九
九
ー

一
(
一
、m
三
〇
五
円
)
、

札
幌
市
簾
舞
九
四
ー

一

(
一
,m
二
四
三
円
)

の
林

地
も
市
街
地

か
ら
遠
く
離

れ
て
お
り
、
販
売
事
例

の
林

地
と

は
評
価
額

が
ち
が
う

の
だ
ろ
う
。
し

か
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し
そ

れ
に
し
て
も
札

幌
市
内

の
都
市
近
郊
林

地

二

四

三
円
-

三
〇

五
円
と
、
販
売

実
例
三
、
○
○

○

円
-

二
二
、
七
〇
〇
円
、

つ
ま
り

一
二
倍

か
ら
七

四
倍

と
い
う
価
格

差
は
巨
大

で
あ
り
す
ぎ

る
。
林

地
と
し

て
の
地
価

公
示
価
格

は
、
全
く
無
視
さ
れ

て
販
売

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、

こ
れ

ら
の
販
売
林

地
に
近
接

し
た
市
街

化
区
域
内

の
宅

地
の
価
格

は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

同
じ

一
九
七
九
年
度
北
海
道
地
価
調
査
書

か
ら
、

最

も
地
番

の
近

い
宅
地

の

一
,m
当
た
り
価
格
を

あ

写真1

げ

て
み
る
。

つ
ま

り
事
例

一
、
二
、
三
の
林

地
に

近

い
の
は
札
幌
市
西
区
手
稲
福
井

二
六

一
i

二
八

で
あ

る
が
、
こ
こ

は
三
四
、
二
〇
〇
円
。
事
例
四

、

五
、

六
に
近

い
中
央
区
宮

の
森

二
条

一
七
丁
目

一

二
三
五
-

一
三
八
は
三
〇

、
七
〇
〇
円
。
事
例
七

に
近

い
南

区
石

山
四
七

三
-

三
三
は

二
二
、
○
○

○

円
。
事
例
八

に
近

い
南
区
南

の
沢

一
六
七
八
ー

九
八
は

二
四
、
○
○
○

円
。
事

例
九
に
近
い
南
区

簾
舞

四
五
八
ー

三
五

は
九
、

六
〇
〇
円

。
事

例

一

〇

に
近

い
豊
平

区
真
栄
三

二
番
五
四

は
二
〇

、
九

表3所 有山林がある林家数と所有山林面積

19701960

積積1林 家 数1面「1林 家 数1面
　

手ち北海軒65彌1畑781町}一 ・・天陣579㎞702,944hα93,298人1

1

754,732町l
l

111,262人[
…

世界農林業 セ ソサ ス

○
○
円

で
あ
る
。

つ
ま
り
販
売
さ
れ

て
い
る
林

地

は
、
近
隣

の
宅
地

の
二
〇

%
か
ら

六
〇

%
低

い
価

格

で
売
ら
れ

て
い
る
も
の
が
大
部
分

で
、
中

に
は

ほ
ぼ
宅
地
と

ひ
と
し

い
か
事

例
九

の
よ
う
に
宅
地

を
上
回
る
も

の
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
販
売
林

地

は

本

来

の
林

地
価
格
と

は
全
く

遊
離
し

、
宅
地
と

ほ

ぼ
連
動
し
た
価
格

で
売
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
、

こ

こ
で
明
ら
か
に
な

る
。

宅

地
の
価
格
設

定
そ

の
も

の
が
合

理
性

に
乏
し

い
こ
と
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
(
3
)
が
、
都
市
近
郊

林
地

は
、

さ
ら
に
不
合
理
に
売
買
さ
れ

て
い
る
わ

け

で
土
地
を

め
ぐ

る
日
本
社
会

の
異
常
さ
が
、

こ

こ
に
極
端
な
形

で
露
呈
し
て

い
る
と

み
て
よ
い
だ

ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、

表

一
を
み
て
事
例

一
と

二
、
事
例

四
と
五
は
同

一
地
番

で
あ
る

こ
と
に
気
づ
く

。
事

例

一
と

二
の
林
地

は
写

真

一
に
示
す
急
斜
面

の
ク

リ
林

で
あ

る
が
、

一
九
七
九
年

十
月
、
下
草
と
樹

木

の

一
部
が
切

り
払

わ
れ
、
白

い
小
さ
な

サ
ク
の

よ
う
な
も

の
を
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
立

て
て
、
四

、

九
七
七
,m
を

二
〇

区
画
に
分
割
し

て
販
売
。

一
カ

月
後
に

は
別

の
会

社
が
三
、
〇
六
九
2m
を

一
七

区

画
に
分
割
し

て
販
売

し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
十
月

の
販
売

の
際

は
四
、

九
七
七
㎡
、

二
〇
区
画

の
う

ち

一
、
九
〇
八
2
m
、
約
三
区
画
し

か
売
れ
ず

残
り

を

M
社
が

K
社

に
売

却
す
る

か
、
同
じ
経
営

者
が

別

の
会
社
を
設

立
す
る
な
り
し

て
再
度

の
販
売
を

企

て
た

の
で
あ

ろ
う
。
同

一
地
番

の
事

例
四
と
五

に

つ
い
て
も
同
じ
事
態

で
あ

ろ
う

。

一
度

、
持

主

を
離
れ

た
森
林

が
土
地
業

者

の
手
を
転

々
と
し

つ

つ
、
常

に
細
分
化

さ
れ
な
が
ら
買

い
手
を
求

め
て

い
く
姿
が
手

に
と

る
よ
う
に
わ

か
る
。

さ
ら
に
写
真

二
を

示
す
。
こ
れ
は
事
例

一
と

二

に
近
隣

の
札
幌
市
西
区
福

井

の
五
天
山

(
標
高

三

〇
三

m
)
と

い
う
山

の
森
林

の

一
部
が
伐
採
さ
れ

販
売

さ
れ
た
姿

で
あ

る
。
同

地

の
所

有
者

の
兄
な

る
人
に
直
接

会

っ
て
聞
く

こ
と
が
で
き

た

の
で
あ

る
が
、

五
天
山
は
戦
前
ま

で
造
林
会

社
が
所

有
。

そ
の
後

、
近
く
の
農
家
に
売

却
さ
れ

た
。
伐

採
さ

れ

た
森
林

一
帯
は
父

か
ら

二
人

の
兄
弟

に
相
続

さ

れ

た
の
で
あ

る
が
、

兄
弟

の

一
人

は
、

営
業
資

金

と
す
る
た
め
自

分

の
所
有

分
を
土
地
会
社

に
売

却

。
そ

の
土
地
会

社
は
樹
木
が
な

い
方

が
高
く
売

れ

る
と

い
う
こ
と
か
ら
伐

採
し

て
、
さ
ら

に
他

の

人

に
売

っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
例

の
よ
う

に
建
築

は
で
き
な

い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ

ざ
樹
木
を

切
り
倒

し
て

「
雑
種
地
」
、
「
原
野
」

な

ど
の
地

目
で
売

却
さ
れ
た
姿

が
、
都
市
近
郊
林

地

の
あ

ち
こ
ち
で
み
う
け
ら
れ

る
。
分
割
販
売

さ
れ

放
置

さ
れ

る
森
林

と
同
様
、
自
然

の
大
き
な
荒
廃

を

生
み
だ
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
。

〈
註
V

(
1
)

札
幌
市
周
辺

の
私
有
林

が

一
九
七
九
年
ご

ろ
か
ら
急

に
分
割

販
売

さ
れ
だ

し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
、
売

買
実
例

を
調

べ
よ
う
と
し

た
が
土
地
会

社

に
直
接
聞
く

の
は

「
企
業
秘
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ノ

写真2

密
」

と

い
う

こ
と
で
至
難

で
あ

り
、

ま
た
無

用

の
混
乱
を
招

く

こ
と
が
予
想

さ
れ
た
。

こ

の
た
め
手
許

の
日
刊
新
聞

に
折

り
込

ま
れ
て

く
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト

を
…数
枚
集

め
て
み
た
が

実
際

は
森
林

地
帯
で
も

「
雑
種
地
」
、
「
原

野
」

と
な

っ
て

い
る
も

の
が
多

か

っ
た
。

そ
こ
で

札
幌
市
内

の
関
係
官
公
庁

に
問

い
合

わ
せ
て

み
た
と
こ
ろ
ニ
ヵ
所
で
、
市
街
化
調
整
区
域

内

の
売
却

を
宣
伝
す

る

リ
ー
フ
レ

ッ
ト

を
数

十
枚
保
存

し
て
お
り
、

こ
の
う

ち
か
ら

一
九

七
九
年
中

の
札
幌
市
内

で
地

目
を
山
林

と
明

記

し

て
い
た
も

の
を
選

び
だ
し
た

。
な

お
販

売
価
格

の
高

い
も

の
だ
け

を
選

び
だ
す
と

い

っ
た
選

択

は
加

え
て
い
な

い
。

(
2
)

同
調
査

に
よ
る
と
市
街

化

区

域

内

の
住

宅

地
全
道
平
均
価
格

は

一
2m
二
、

四
三
〇
〇

円
。

一
方
、
林
地

の
全
道

平
均
価

格

は

一
㎡

に
換
算

す
る

と
五
三
円

一
〇
銭
で
あ
る

か
ら

住
宅

地

の
四
五
七
分

の

一
の
価

格
で
あ
る
。

ま
た
都
市

近
郊
林

地

は
全
道
平
均

一
2
m
一
〇

六
円
八
○
銭
で
あ
る

か
ら
住
宅

地
の
二
二
七

分

の

一
の
価
格

で
あ

る
。

一
,m
を
単
位

と
し

て
売
買

さ
れ
る
住
宅
地

と
、

一

〇

ア
ー
ル
(
一
、
○
○

0
2m
)
を

単
位

と
し

て
売

買
さ
れ

る
林

地

を
同

一
単
位

に
し
て
比
較
す

る

の
は
現
実

的
で

は
な

い
か
も

し

れ

な

い
。
し
か
し
、

わ
れ

わ
れ

は
計
量
単
位

に
弱
く
、
単

位
が

違
え

ば
往

々
に
し

て
厳

密
な
比

較

を
忘

れ
る

こ
と
か
ら
ー

特

に

林
地
売
買

に
お

い

て
ー

あ

え

て
、

こ
の
よ
う

に
し
た
。

(
3
)

た

と
え
ば
、
佐
藤
哲
郎

「
現

代

日
本

の
土
地
問
題
」

お
茶

の

水
書
房
、

一
九
七
四
年
。

◎

ー

ー

1

一.
統

計

に

現

わ

れ

た

日

本

の
私

有

林

所
有

者

-i
-

l

l

◎

こ
の
よ
う

に
激
変

し

つ
つ
あ

る
日

本

の
私
有
林

の
所
有

者
は
、
ど
れ

ほ
ど
い
る
の
で

あ
ろ
う

か
。
日
本
全

体
の
私
有
林

所
有
者
数

は
十

年

に

一
度
ず

つ
行
わ
れ

る
世
界

農
林
業

セ
ン
サ

ス

に
よ

っ
て
み

る
し

か
な

い
が
、

表
三
の
よ
う
に

一

九

六
〇
年

に
は

二
六
五
万
九
、
〇

四

一
人

で
、

一

九
七
〇
年

に
は

二
五
四
万
四

、
三
〇

一
人

で
あ
り
、

か
え

っ
て

=

万
四
、
七
四
〇
人

が
減

少
し
て
い

る
。
た
だ
し
、

こ
の
統

計
は

一
〇

ア
ー

ル
以
上

の

森
林
を

も

つ
林

家
を
対
象
と
し

て
お
り
、
所
有
面

積
が

一
〇

ア
ー

ル
以
上
で
あ
れ
ば
も
ち
ろ

ん
数

え

る
が
、
一
〇

ア
ー

ル
以
下
に

つ
い
て
は
数
え
な

い
。

前
述

し
た
都
市
近
郊
森
林

の
分
割

販
売

に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
た
と
え
ぽ
、

一
㎞
(
一
、
○
○

○
㎡
)

の
森
林

が

二
十
人

に
分
割

さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ

の
所

有
分

が
五
ア
ー

ル

(
五
〇
〇
2
m
)
に
な

れ
ぽ

、
調

査
対
象

と
せ
ず

、
そ

の

一
㎞
の
森
林
も
私
有
林
面

積

か
ら
除
外

す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ

て
い
る

こ
と

に
注
意

す

べ
き

で
あ
る
(
1
)
。

一
九
七
〇
年

セ
ン
サ

ス
の
内
容

を
み

る
と
、

一

〇

ア

ー
ル
か
ら
五

㎞
ま

で
の
小
規
模
所
有
者

は

二

二
五
万

二
、
九

二
六
人

で
所
有
者
総
数

の
八
八

・

五

二
%
を
占

め
て
お
り
、
零
細
所
有

の
姿

を
示
し

て
い
る
が
、

セ
ン
サ
ス
の
調
査
方
法

か
ら
し

て

一

〇

ア
1

ル
未

満

の
所
有
者

は
、
さ
ら

に
多
数

に
の

ぼ

る
と

み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

北
海
道

で
も
、
表
四
に
み
る
よ
う
に
私
有
林
面

積
五
㎞
未
満

の
所
有
者

は

一
九
七

八
年

で
個
人
、

事
業

体
合
わ

せ
て
九
万
四
、
八

=

人

で
道

内
所

表41978年 ・道内私有林の規模別所有状況(人 、1000hα)

}500hα 以上i計

1所有者数i璽 套}所 有者数数1鑑籍墜騰 密 嘉
3837i141,043h,004

　

有
積

…

㎞
所
面

罪喚隔
聯

5-50hα150-500hα

鱗 離 備 雛儒 籍

513

1,517

100%

333}5,822

370146,865

24.4%1100%

206

244

0.2%

5hα未満

所有者数 噂
分区

1　 幽 一一 一}

2,1671238
870}136 1

3,037i374:
2.1%124.6%1

ii

4α370i5581

2・4031391

48・773!5971

33・2%i39・4%i

171

5

176

11.6%

92,468

2,343

94,811

64.5%

個 人

事業体

計

道林務部 資料(1978年12月 末現在)か ら作成L注
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有
者
総
数

の
六
四

・
五
%
を
占
め
て
お
り
、
傾
向

は
全
国
統

計
と
同
じ

で
あ
る
。
し

か
し
、

こ
こ
で

も
注
意

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
の
は
「
五

㎞
未
満
」

と
言

っ
て
も
、
そ
れ
は
五

㎞
未
満

の
所
有
者

の
実

数

を
現

わ
す
も

の
で
は
な

い
、
と

い
う

こ
と
で
あ

(人 、hの表5北 海道内私:有林の所有状況

1973 1978 増 減

所 有 者 数1

81,415i

塑 面積肺 醐 所有酬 塑 劃 所有面積
519,8741 76,828148・,・38△4,5871△39,836

分区

一
家農

る
。
統
計
書

に
は
注
記
さ
れ

て
い
な

い
が
、

こ
の

調
査
方
法

は

セ
ソ
サ

ス
と
同
じ
く

一
〇

ア
ー

ル
以

上

の
所
有
者

は
計
算

す
る
が

一
〇

ア
ー
ル
以
下

に

つ
い
て
は

一
人

だ
け
を
数
え
て
い
る
。
た
と

え
ば

一
〇

ア
ー

ル
の
森
林
が
五
人

に
分
割

さ
れ

て
い
て

△1,124

1.010

△2,707

△385

1,318

11,668

△447

△21,008

△11,675

337

213

267

768

85

959

110

563

3,302

35,279

44,778

27,079

123,136

1,318

11,668

28,519

252,513

524,290

1,126

1,305

8,463

8,987

85

959

3,857

39,433

64,215

36,403

43,768

29,786

123,521

28,966

273,521

535,965

789

1,092

8,196

8,219

3,747

38,870

60,913

61,097

439

938

△170

△13,296

49,008

1,619

161

42

10

287

1,525

△

△

426,025

73,330

8,761

4,560

512,676

3,133

1,357

673

659

5,822

364,928

72,891

7,823

4,730

13,296

463,668

1,514

1,196

631

669

287

4,297

業

業

業

業
業

業

業
業

務
業

他

計

ス

林

産

ビ

造
設

由

の

一

小

育

林

漁

商
サ

鉱

製
建

公
自

そ

会

体

校

寺

他

計

の

小

社

団

学

社

そ

非

農

家

事

業

体

そ
れ
ぞ

れ
の
所
有

分
が

ニ
ア
ー

ル
に
な

っ
て
い
れ

ば

、

「
A

ほ
か
四
人
」

の
所
有

と
し
、
統
計

で
は

A
だ
け

一
人

を

一
〇

ア
ー

ル
の
森
林

の
所
有
者
と

し

て
数

え
る
方
法
を
と

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
縮

尺
五
〇
〇

〇
分

の

一
の
地
域
森
林
計
画
図

に
は
、

あ

ま
り
に
も
細

か
い
所
有
区

分
を
記
入

で

計 ・4⑤62511・519・5・71・46・86511,51乞 ・・4124・{△2,5・3

L道 林務部 調(各 年12月 末現在)に よる。

3.所 有者数 は、森 林の所在 する市町村単 位に集計 してい るため重複 があ る。

3.市 町村有林 、道有林 を除 く。

合

L

乞

3

　注(

き

な
い
と

い
う
事
情

か
ら
き

て
い
る
と

い

う

。

一
九
七
〇
年

セ
ン
サ

ス
で
は
、

日
本

の
林

家
数

は

二
五
四
万

四
、
三
〇

一
人
、

一
九
七
八
年
道

庁
統
計

で
は
道
内
私
有
林

所
有
者

は

一
四
万

六
、
八

六
五
人

い
る

こ

と
に
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
調
査
方

法

か
ら
実

際

の

一
〇

ア
ー

ル
未
満
私
有

林

所
有
者

は
ま
だ
ま
だ
多
数

お
り
、
し

か
も

把
握

さ
れ
て
い
な

い
と
言
わ

ね
ば

な
ら
な

い
。一

方

、
北
海

道
庁

の

「
固
定
資
産

の
価

格
等
概

要
調
書
」
に
よ

る
と
、

一
九

七
九

年
度

で
評
価
額

一
五
万
円
以

上

(
課
税

対

象
)

の
山
林

を
所
有
し

て
い
る
の
は
個

人

で
八

万
七
、
〇

三

一
人
、
法
人

で
四

、
四

七
九
人

で
あ

る
。
こ
れ
を
統
計

に
現

わ
れ

た
道
内
私
有
林
所
有

者

(
一
九
七

八
年
十

二
月
未
現
在

)
と
比

べ
て
み
る
と
、
個
人

で
は
約
五

万
人
ー

六
万
人
が
評
価
額

一
五

万
円

以
下

、

つ
ま
り
非
課
税

の
森
林

を
所

有
、
法
人

で
は
約

一
、
○
○
O
i

二
、
○

○
○

人
が
非
価
税

の
森
林

を
所

有
し

て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く

に
個
人

で
は
、

森
林

面

積

が
あ

ま
り
も
狭

す
ぎ
る
た

め
評
価
額

が

一
五
万

円

以
上
に
な
ら
な
い

の
だ

ろ
う

。
統
計

に
現

わ
れ

な
い

一
〇

ア
ー

ル
未

満

の
森
林
所
有
者
を

含
め
る

と
非
課
税

の
小

さ
な
森
林
を
も

つ
人

は
、

さ
ら
に

多

い
で
あ

ろ
う

。
土
地
業

者
が

「
安
全
な
資
産
」

と
し

て
の
森
林
所
有

を
宣
伝
文
句

の

一
つ
と
す

る

理
由
も

こ
こ
に
あ

り
、
ま
た
簡
単

に
売
却
さ
れ

て

い
く
理
由
も

こ
こ
に
あ

る
と
思
わ
れ

る
。

〈
註
V

(
1
)

一
九

八
○
年
世

界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
実
施

計
画
概
要

「
調
査

は
、
調
査

日
現
在

の
保
有

山
林
面
積

が
農
家
林

家

一
〇

ア
ー
ル
以
上
、

非
農
家
林
家

お
よ
び
林

家
以
外

の
林
業
事
業

体

一
㎞
以

上
を
実
査

し
、

一
〇

ア
ー
ル
以
上

一
㎞
未
満

の
非
農
家
林

家
お
よ

び
林

家
以
外

の
林
業
事
業
体

は
、

照
査

表

に
ょ
り
把
握
す

る
」
。過
去

の

セ
ン
サ

ス
も
同
じ
方
法
で
行

わ

れ

た
。

◎

ー
i
-
t

-

…

一

　

一

…

㎜

}

私
有
林
所
有

の
今
後

㎝

　

　

}

「

「

・

}

…
ー
-

ー

…

◎

外

国
で

の
私
有

林
所
有
状
況
を

「
F
A
O

一
九

五
八
年

世
界
森
林
統
計
」

に
よ

っ
て
み
る
と
、

ア

メ
リ
カ

で
は
国
公
有
林

三
二
%
に
対
し
、
私
有

林

六
八

%
、
西
ド
イ

ッ
で
は
、

国
公
有
林

五
九

%
に

対
し
私
有
林
四

一
%
、

フ
ラ

ソ
ス
で
は
国
公
有
林
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三
六
%

に
対
し
、
私
有
林

六
四
%
。
以
下
イ

タ
リ

ー
六

一
%
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
七
五
%
、

フ
ィ
ソ
ラ

ソ
ド

六
八

%
で
あ

り
、
日
本
と
同
様
(
五
八

%
)
、

私
有
林

の
占

め
る
割

合
は
全
森
林
中

の
半
分

が
、

そ
れ

以
上
を
占
め
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。
外
国

の

私
有
林

の
所
有
規
模

を
み
る
と
、
西
ド
イ

ッ
で
は

所
有
者
総
数
七
〇

万

一
、

二
三

一
人

の
う
ち

二
㎞

未
満

の
所
有
者

が
六
四

・
○

%
、

二
㎞
ー
五

㎞
が

一
九

・
三
%
で
零

細
所
有

は
日
本
と
似

て
い
る
が

こ
れ
ら

の
所
有
者

の
ほ
と
ん
ど
が
農
地
を
合
わ

せ

て
も

っ
て
い
る
。
ま
た

フ
ラ
ン
ス
で
は
私
有
林
所

有
者
約

一
五
〇

万
人

の
う
ち
、

一
〇

㎞
以
下

の
所

・有
者

が
約

九
八
%
で
あ
る
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が

農

用
林

と
し
て
利

用
さ
れ

て
い
る
。
林
業
を

主
要

産
業

と
す
る

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
で
は
同
国
中

の
森
林

の
七

五
%
を
占
め
る
私
有
林

の
う

ち
会
社
有
林

二

五

%
、
農

民
所
有
林

五
〇

%
。
ま

た
農

民
所
有
林

の
所
有
規
模

は

一
戸
当
た
り
平
均
四
〇

㎞
と
広
大

で
あ

り
、
農
民
が
副
業

と
し

て
木
材
を

生
産

し
て

い
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
(
1
)
。

と
こ
ろ
が
表
五
に
よ

っ
て
北
海
道

の
私
有
林

の

所
有

状
況
を
み
る
と
、

一
九
七
八
年

で
個
人
所
有

者

一
四
万

一
、
〇

四
三
人

の
う
ち
農
家
、
育
林
業

林
産
業

と
農
林
業

に
何

ら
か

の
関
係

が
あ

る
と

み

ら
れ

る
所
有
者
七

万
九
、

二
五
九
人

(
五
六

・
一

九

%
)

に
対
し
、

他
の
職
業

の
も

の
は
六
万

一
、

七
八
四
人

(
四

三

・
八
○

%
)
に
達
し

て
い
る
。

ま
た
面
積

で
は
個
人
所
有
林

一
〇

〇
万
四
、

三
二

八
㎞

の
う

ち
農
家

、
育
林
業

、
林
産
業

に
属

す
る

も

の
が
、

五
六
万
○
、
〇
九
五

㎞
で
五
五

・
七
六

%
な
の
に
対
し
、
他

の
職
業

の
も

の
四
四
万
四
、

二
三
三
㎞
で
四
四

・
二
一二
%
と
な

っ
て
お
り
、
農

林
業

に
は
利
用
さ
れ

て
い
な

い
と

み
ら
れ
る
面
積

が
半
数

に
近
い
。

こ
の
計
算

で
は
事
業

体
五
、
八

二
二
人

の
所
有

す

る
五

一
万

二
、
六
七
六
㎞
に

つ
い
て
は
対

象
外

と
し

て
お
り
、
ま
た
農
林

業
以
外

の
職
業

の
所
有

者

で
も
森
林

を
有

効
利
用
す

る
場
合

も
あ
る
こ
と

を
度
外

視
し
て
い
る
。
し

か
し
、
道
内
私
有
林

の

少

な
く

と
も
半
分
程
度

は
農
林
業

に
利

用
さ
れ
ず

お
そ
ら
く

は
放
置

さ
れ
て

い
る
こ
と

が
う
か
が
わ

れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
統
計

に
現

わ
れ

な
い

一
〇

ア

ー
ル
未
満

の
所
有
者

が
森
林

を
保
護

し
有
効
利

用
し
て
い

る
と
考

え
る
の
は
不
可
能

に

近

い
。

も
と
も
と
広

大
な
森
林
面
積
を
も

た
な
い
も

の

に
と

っ
て
林
業

経
営
は
不
可
能

で
あ

る
。
細

分
地

で
は
、
毎
年

、
生
木

の

一
〇
分

の

一
か
ら
四
〇
分

の

一
の
樹
木
を
伐
採
し

て
生
計
を

立
て
る
よ
う
な

こ
と
は
で
き

ず
、
副
産
物
も
少
な
く
、
森
林

保
護

は
実
行
困

難
で
あ
る
。
ま
し

て
や
、
近
年

の
外
国

材
輸

入
に
よ
り
、
大
規
模

な
共
同
経
営
を
実

施
し

な

い
限

り
副
業

と
し
て
も
実
施
困
難

な
状

況
に
な

っ
て
い
る
(
2
)
。

こ
の
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
、
都

市
近
郊
以
外

の
奥
地
森
林

で
も
、
農
家
が
土
地
業
者

な
ど
に
森

林
を
売

却
、
土
地
業
者
が

こ
れ
を

「
別
荘

地
」
ま

た
は

「
資
産
」

な
ど
と
し

て
都
市

住
民
に
分
割
販

売
し

て
い
る
た

め
、
私
有
林
全
域

で
細

分
化
所
有

が
進

ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
(
3
)
。

札
幌
市

内

で
み
た
私
有
林

の
極
端

な
細

分
化
販

売

は
、
細

分
化
所
有

の
第

二
段
階
と

み
る
べ
き
で

あ

っ
て
、
土
地
ブ

ー
ム
時
代
に
森
林
を
買

っ
た
人

が
利

用
不
能

に
気

づ
き
、
小
規
模
森
林
を

土
地
業

者

に
売

却
。
土
地
業
者

は
、
こ

の
小
さ
な
森
林
を

所
有
者

か
ら
買
う
時

に
は
林
地
価
格

に
近

い
価
格

で
買

い
、

一
〇
〇

、m
l

四
〇
〇

㎡

に
細
分
化

し
て

販
売
す

る
際

に
は
宅
地
価
格

に
近

い
価
格

で
売

る

こ
と
に
よ

っ
て
巨
額

の
利
益

を
え

て
い
る
も

の
と

思

わ
れ

る
。
ま
た
販
売
価
格

を
相
対
的

に
低
く
す

る
こ
と
も
細

分
化

の
大
き
な
理
由

で
あ

る
。
価
格

の
低

い
も
の
に
は
買

い
手
が
多
く

集
ま

る
が
、
高

い
も

の
に
は
わ
ず

か
な
買

い
手
し

か
集
ま
ら
な

い

か
ら

で
あ
る
(
4
)
。

そ
し

て
、
販
売

の
際
に
強
調
さ
れ

る
で
あ

ろ
う

と
思
わ

れ
る

の
は

「
土
地
は
必
ず
値
上
り
す

る
」

と

い
う

昭
和
四
十
年
代

か
ら
相
変
ら
ず
続

い
て
い

る

「
地
価
神
話

」
で
あ
る
。
森
林

の
購
入
者
も

、

丘
陵
地

の
森
林

に
す
ぐ
家
が
建

て
ら
れ

る
と

は
思

わ
ず
、

い

つ
か
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ

る
と
高

く
売
れ

る
で
あ

ろ
う
、
た
と
え
編
入
さ
れ
な
く

て

も
、
買

っ
た
時

よ
り
は
高
く
売

れ
る

で
あ

ろ
う

と

思

っ
て
買

う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う

し
た
期

待
を
支

え
て
い
る

の
は
、

五
年

ご

と
に
行
わ
れ
る
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
で
あ
り

そ
の
た
び
ご
と
に
行
わ
れ
る
市
街
化
区
域
の
見
直

し
で
あ
り
、
そ
の
た
び
ご
と
に
行
わ
れ
る
市
街
化

区
域
の
拡
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
に
都
市
人

口
の
伸
び
は
鈍
化
し
つ
つ
あ
り
、
し
か
も
市
街
化

区
域
内
に
も
多
く
の
未
利
用
地
を
抱
え
て
い
る
現

状
か
ら

(5
)、

今
後
は
市
街
化
区
域
内
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施
策

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
市
街
化
区
域
が
二
〇
年

-
三
〇
年
単
位
で
し
か
変
更
し
な
い
も
の
と
な
れ

ば
、
都
市
周
辺
森
林
に
ま
で
及
ん
で
い
る
地
価
神

話
は
姿
を
消
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
方
で
、
農
林
業
、
そ
の
他
生
産
目
的
以

外
の
森
林
所
有
に
は
抜
本
的
な
対
策
が
と
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
公
的
団
体
に
よ
る
森

林
の
共
同
管
理
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
た
だ
で

さ
え
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
森
林
は
ま
す
ま
す
荒
廃

す
る
で
あ
ろ
う

(北
海
道
社
会
保
険
看
護
専
門
学

校
講
師
)
。

〈

註
V

'

(
1
)

林

野
庁

「
海
外
事
情

に
関
す

る
統
計
」
(
昭

和

西
○
年
度
林

業

に
関
す

る

年

次

報

告

所

収
)

(
2
)

農
林

水
産
省
北
海
道
統

計
情
報
事
務
所

が

一
九
七
八
年
四
月

一
日
か
ら

一
九
七
九
年

三

月

三

一
日
ま
で

の

一
年
間

の
私
有
林
林

業
経

営

に

つ
い
て
調
査

し
た
結
果

を
あ
げ

る
。
調

査

対
象

と
な

っ
た

の
は
、
保
有
森
林

二
〇

㎞
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か
ら

五
〇

〇
㎞

ま
で
の
九

二
戸
(
任
意

抽
出
)

で
あ

る
が
、

一
戸
当

り
の
林

業
経

営
費
二
八

万

六
千

円
に
対

し
、
林
業
粗

収
益

は

一
六
万

五
〇
〇
円
で
、

一
二
万
五
、
五
〇
〇
円

の
赤

字

が
で
て

い
る

(
農
林

水
産
統
計
速
報

五
四

-

一
〇
二
)
。

(
3
)

農
村

地
帯

の
森
林

が
土

地
業
者

に
売

ら
れ

土

地
業
者

が

こ
れ
を
分
割

販
売

し
た
た

め
に

森
林
組
合

に
よ
る
共
同
経
営
が
不
可
能

に
な

っ
た
。
北
海
道
内

の
森
林

が
別
荘

地

と
し
て

本
州
住
民

に
販
売

さ
れ
た
が
、
道

路
も
電
線

も
通

じ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
購
…入
者

が
官
公
庁

に
救
済

を
求

め
た
な

ど
の
話
が
時

お
り
報
道

さ
れ

て
い
る
。

さ
ら

に
は
日
本
道

路
公
団
が
北
海
道
縦
断
自
動
車
道

建
設

の
た

め
、

一
九
七
九
年
、
太
平
洋
岸

の
北
海

道
白

老

郡
白
老
町
萩
野

の
山
林

を
長

さ
三

・
八
㎞

幅

七
〇

m
に
わ
た

っ
て
買
収

し
よ
う
と
し
た

と

こ
ろ
、
所
有

者
が
一
一
一
四
人

い
た
。

一
九

七
二
年

か
ら

一
九
七
五
年

に
か
け

て
、
土

地

業
者

四
社

が
農

家
か
ら
山
林

を
買
収
、

こ
れ

を
平
均

一
〇
ア
ー

ル
前
後

に
細
分

し
、
販
売

し
た
結
果

だ

っ
た

(
読
売
新
聞

北
海
道
版

一

九
七
九
年
九
月

=

一
日
)
。
こ
れ
は
山
林

の
細

分
化
所
有

が
公
共
事
業

に
与
え
る
影
響

の

一

つ
で
あ
る
。

(
4
)

北
海

道
内
で
不
動
産
取
得
税

の
課
税

対
象

と
な

っ
た
山
林

の
件

数
、

面
積

の
推
移

を
み

る

と
、

一
九
七
三
年
度

二
万

一
、
一
一三
二
件
i

一
〇
万

四
、

七
四
年
度

一
万

六
、

三
三
四
件
-五

万
二
、

七
五
年
度

二
万
七
、
九

コ
ご
件
ー二

万
五
、

七

六
年
度

一
万
○
、

三
四
五
件
ー二

万
二
、

七
七
年
度

一
万

一
、

一
一
二
件
-二

万
六
、

九

一
四
㎞

七
七
四
㎞

四
三
五
㎞

八
三
五
㎞

八

七

三

、m

七
八
年
度

一
万
三
、

一
七

二
件
-四

万

三
、

三
八
二
㎞

つ
ま
り
山
林

の
取
引
が
件
数
、
面
積

と
も
膨

大

だ

っ
た
七
三
年
度

に
比

べ
る

と
七
四
、

七

五
、

七
六
年
度

と
も
減
少

し
て
い
た
が
、

七

七
年
度

か
ら
、

再

び
増

加

し
出
し

た
こ
と
が

わ
か
る

(
七
九
年
度
版

・
北
海

道
土
地
利
用

白
書
)
。
七
四
年

の
国
土
法
施

行
後

、
二
、

三

年

た

っ
た
か
ら
山
林

の
小
規
模

販
売

が

ふ
え

て
き

た
と
い
う
先
述

の
担
当

職
員

の
経
験

と

一
致
し

て
い
る
。

(
5
)

札

幌
市
内

に
は

一
九
七
七
年

で
市
街
化

区

域

内
に
三
、
六
七

六
㎞

の
未
利
用

地
が
存

在

す

る
。

こ
れ

は
同
年

の
住
宅
地
六
、

三
〇
三

㎞
の
五
八

・
三
二
%

に
ひ
と
し
い
。
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